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住民ニーズの多様化・高度化に対応した地域資源 
との関わりについて（論点案） 

【論点案】 

 
 

                     

【検討の前提】 
○住民のライフスタイルの多様化やＩＣＴ（情報通信技術）の進展等により、地域住民の保健に関する
ニーズの多様化・高度化が進んでいる。 

○同時に、生活習慣病対策の観点からは、食事・運動等の住民の生活習慣の改善・維持が重要な課
題となっており、個人による取り組みを進めるだけでなく、地域や学校・職場等での日常の生活を通じ
て取り組みが促進されるまちづくりが重要である。 

○住民の生活習慣の改善・維持を推進する取り組みにおいて、地域のソーシャル・キャピタルとの関
わりの重要性が指摘されている。さらには、ソーシャルキャピタルの活用や醸成を通じてまちづくりに
発展させている事例も報告されている。 

 
 
 
 ○保健所・市町村保健センター等は、ソーシャル・キャピタルの「場」と積極的に連携を図り、住民
主体の取り組みを推進する必要があるのではないか。また、積極的に既存のソーシャル・キャピ
タルを発掘するとともに、新たなソーシャル・キャピタルを醸成することも重要ではないか。 
 《 ソーシャル・キャピタルの「場」の例 》 
 ・住民の生活の場である地域コミュニティー（自治会、老人クラブ、子供会、趣味などを通じた 
  サークル等） 
 ・児童生徒の活動の場であるとともに、保護者や地域住民との交流の場でもある学校 
 ・労働者等の健康管理を担うとともに、地域社会への社会的責任を果たすことも求められる企業 
 

○ソーシャル・キャピタルに立脚した活動は、多様化する住民ニーズに合致したものであるだけで
なく、地域の絆の強化をもたらし、「健康なまちづくり」という課題への対応策になるのではないか。  
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１．ソーシャル・キャピタルとは 

○ 人々の協調行動を活発にすることによって、社会の効率性を高めることのできる、 
 「信頼」「規範」「ネットワーク」といった社会組織の特徴 

〈アメリカの政治学者、ロバート・パットナムの定義〉 

２．ソーシャル・キャピタルと市民活動との関係 

○ 物的資本 (Physical Capital) や人的資本 (Human Capital) などと並ぶ新しい概念 

  （参考） 人的資本は、教育によってもたらされるスキル・資質・知識のストックを表す個人の属性 

● 市民活動の活性化を通じて、 
  ソーシャル・キャピタルが培養 
  される可能性 

● ソーシャル・キャピタルが豊か 
  ならば、市民活動への参加が 
  促進される可能性 

ソーシャル・キャピタル 
の各要素と市民活動 
量とは正の相関関係 

＊出典：コミュニティ機能再生とソーシャル・キャピタルに関する研究調査報告書 
                   （内閣府経済社会総合研究所編 平成１７年８月） 3 

参考：第３回地域保健対策検討会 
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（１） 欧州（ＯＥＣＤ、英国、アイルランド）におけるソーシャル・キャピタルに対する認識 

共通認識 ● 政策効果や経済・社会にとって非常に重要なもの 

● 持続可能なコミュニティの構築や地域発展のツール 
● コミュニティを結束させる潤滑油 
● 物事をとらえるレンズ 

概念理解 

効果認識 
●経済成長や社会的イノベーション 
●開発や地域のキャパシティ構築 
●自主的参加の促進 

（２） 英国におけるソーシャル・キャピタルに関する政策提言とその実施状況の例 

３．欧州におけるソーシャル・キャピタルの状況 

政策レベル 政策分野・提言された政策 実施状況 

・家族と子育てへの支援拡大       ・条件不利地域でのＳｕｒｅＳｔａｒｔプログラム （子育てを行う親に関する支援など） 
                    ・家族の支援、親の関心、チャイルドケア戦略 

・メンタリング                      ・実施している 

・潜在的犯罪者への取り組み            ・犯罪者に対するコミュニティ戦略：リハビリテーション 
                              ・社会的公正、社会的ネットワーク、信仰 
                              ・若者に対するプログラム 

・ボランティアの促進                 ・条件不利地域における子どもや高齢者を対象に実施 

・ＩＣＴネットワーク          ・ＩＣＴにより、取引コストが下がり、信頼を築き、ネットワークが拡大できる。  

・読書グループ、インフォーマルグループ    ・実施している 
に対する支援 
・ストリート文化、カフェ文化の促進        ・実施している 

・市民教育のさらなる推進             ・活動的な学習者プログラム 

・コミュニティ・サービス        ・e-Bay 対コミュニティのネットワーク 

国家・マクロ 
レベル 

コミュニティ・ 
メゾレベル 

個人・ 
ミクロ 
レベル 

（出所）内閣府ホームページ 

参考：第３回地域保健対策検討会 
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４．我が国とソーシャル･キャピタル 

構成要素 (サブ指標） 採用する個別指標 

Ⅰ．つきあい・交流 (近隣でのつきあい） 
 
（社会的な交流） 
       単純平均値を算出 
            ↓ 
       つきあい・交流指数 

 (ⅰ)隣近所とのつきあいの程度 
 (ⅱ)隣近所とつきあっている人の数 
 (ⅲ)友人･知人とのつきあいの頻度 
 (ⅳ)親戚とのつきあいの頻度 
 (ⅴ)スポーツ・趣味・娯楽活動への参加状況 

Ⅱ．信頼 (一般的な信頼） 
(相互信頼・相互扶助） 
      単純平均値を算出 
           
 ↓ 
        信頼指数 

 (Ⅵ)一般的な人への信頼 
 (Ⅶ)近所の人々への信頼度 
 (Ⅷ)友人・知人への信頼度 
 (Ⅸ)親戚への信頼度 

Ⅲ．社会参加 (社会活動への参加） 
      単純平均値を算出 
           ↓ 
        社会参加指数 

 (Ⅹ)地縁的な活動への参加状況 
 (ⅺ)ボランティア活動者率 
 (ⅻ)人口一人当たり共同募金額 

各構成要素における個別指標 

統合指数 
(Ⅰ～Ⅲの個別指数の単純平均値） 

出典：平成19年度版国民生活白書 

参考：第３回地域保健対策検討会 
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